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研究成果の概要(和文)：心筋血流シンチグラフィ(SPECT, Single Photon Emission Computed 

Tomography)で得られる心筋血流情報は、一枚の同心円表示(ブルズアイマップ)にて心筋全体の

血流情報を表示できる。しかし、ブルズアイマップ上のある部位の血流がどの冠動脈により分

配(支配)されているかの判断はおよその推定により行われてきた。一方、マルチスライス CT 得

では鮮明な冠動脈 CT アンギオグラフィが得られるようになり、CT で得られた冠動脈をブルズ

アイマップ上に投影することで、ブルズアイマップ上の冠動脈支配(分布)を知ることが出来る。

この「冠動脈 CTアンギオグラフィと心筋血流シンチグラフィのブルズアイマップ上のイメージ

フュージョン」を多数例で行い、標準的(平均的)冠動脈支配領域表示ブルズアイマップを作成

した。 

 

研究成果の概要(英文)：Myocardial perfusion of the whole heart obtained by SPECT (Single 
Photon Emission Computed Tomography) can be expressed using a single disc, i.e., Bull’s 
Eye Map. When myocardial hypo-perfusion area is depicted, clinicians estimate the 
responsible coronary artery visually using the Bull’s Eye Map. Recently, multi-slice 
CT has become able to offer clear coronary artery imaging. And the coronary tree can be 
superimposed into the Bull’s Eye Map. Using this superimpose technique in 20 patients, 
we generated the borderlines of the coronary arteries (LAD: left anterior descending 
artery, LCX: left circumflex artery, and RCA: right coronary artery. Using the Bull’s 
eye map with the borderlines of the coronary territories, responsible coronary arteries 
will be estimated more accurately.   
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1. 研究当初の背景 

(1) 心筋血流シンチ(SPECT)で心筋虚血が

検出された場合、責任冠動脈はブルズ

アイマップ上の虚血領域から推定さ

れてきた。 

(2) 一方、マルチスライス CT で鮮明な冠

動脈 CT アンギオグラフィが得られる

ようになり、CT で得られた冠動脈を

ブルズアイマップ上に投影出来るよ

うになった。 

 

2. 研究の目的 

(1) より正確な責任感動脈の推定を可能に

するために、エビデンスに基づいたブルズア

イマップ上の冠動脈支配領域の境界線の設

定を行う。 

 

3. 研究の方法 

(1) 2 社(AZE 社, Fuji Film 社)の異なるイ

メージフュージョンソフト(ワークステ

ーション)を用いて、正しくブルズアイ

マップ上に冠動脈が投影されているか

を検証した。 

(2) 「冠動脈 CT アンギオグラフィと心筋血

流シンチグラフィのブルズアイマップ

上のイメージフュージョン」を虚血性心

疾患の疑われた 21例(男 14名、女 7名、

平均年齢 62 歳)で行い、その 21 例の冠

動脈ツリーを全て 1 つの同心円内にス

ーパーインポーズして、標準的(平均的)

冠動脈支配領域の境界線を設定した。 

 

4. 研究成果 

(1) 2 社(AZE 社, Fuji Film 社)の異なるイ

メージフュージョンソフト(ワークステ

ーション)を用いて、正しくブルズアイ

マップ上に冠動脈が投影されているこ

とを確認した(図 1)。 

 

 

 

(2) 21 名の冠動脈ツリーをスーパーインポ

ーズ(重ね合わせ)した(図 2a)。各々の

冠動脈を色分けしてスーパーインポー

ズすることで、冠動脈支配領域が明瞭と

なったため、視覚的に境界領域を設定し

た(図 2b)。 

 

 

考察 

 ブルズアイマップ (Bull’s Eye Map)は左

室全体の心筋血流や心機能(左室壁収縮率や

局所壁運動)を一枚の同心円表示で記録でき、

この 1枚のマップを見ることで左室全体の局

所心筋血流や局所心機能を把握することが

出来る。 

 一方、冠動脈 CT アンギオグラフィと心筋

血流シンチグラフィ(SPECT)で得られた心臓

全体の血流情報を心臓 CT の画像に貼り合わ



せる“融合画像”は、冠動脈とその支配下の

局所心筋血流あるいは心機能をわかりやす

く、即ちオリエンテーション良く表現できる

（図３a, b）。 

 

   しかし、心臓の３Ｄ画像に融合させるこ

の方法はわかりやすいが、心筋全体を評価す

るのには多方向からの観察が必要である。そ

れを診断リポートに貼り付ける場合は多方

向、即ち多数の図が必要となる。この点で１

枚の同心円表示で心臓全体を表現できるブ

ルズアイマップは記録に残す点でも１枚の

図で出来る利点がある。図３で示したように

冠動脈 CT アンギオグラフィを含む３Ｄ心臓

画像に心筋血流シンチ情報を貼り付けるよ

りも心筋血流シンチグラフィのブルズアイ

マップに冠動脈ＣＴアンギオグラフィの冠

動脈情報を貼り付けると、冠動脈の支配領域

と心筋血流情報を 1枚の図で表すことが出来

る(図 4:図 3 と同症例)。 

   

 冠動脈の走行・支配領域はヒトによってバ

リエーションがあり、その人の冠動脈にその

人の心筋血流シンチグラフィ情報を融合し

てこそ責任感動脈とその支配下の血流情報

をズレなく評価できることになるが、実際に

は心筋血流シンチグラフィのみを行う場合

も多くある。その際には、ブルズアイマップ

上の血流低下部位がどの冠動脈支配領域に

あるのかを推測することになる。これまで正

確な冠動脈支配領域境界線がブルズアイマ

ップ上のどのあたりにあるのかを検証する

手段がなかったが、本研究は冠動脈ＣＴアン

ギオグラフィの冠動脈情報を心筋血流シン

チグラフィのブルズアイマップに貼り付け

るにより、正確な境界線を引くことが出来た。

これまでのおよその境界線とされていたも

のと比べて、本研究で得られた境界線は左前

下降枝領域がもう少し広く、逆に左回旋枝支

配領域が少し狭い結果であった。臨床の現場

でもこの境界線は、冠動脈造影や治療である

冠動脈インターベンションを行う上でより

信頼の出来る判定材料となると考えられる。 
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